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JDSF通信
2月23日及び3月1日開催の2月度業務執行理事会及び、3月1日開催の理事会
の概要についてお知らせします。

2020

2月
February

観戦チケットの払戻し方法(概要)

2/26内閣総理大臣及びスポーツ庁からの要請に鑑み

3月8日(日)の東京オープンを中止とさせていただきました。

大会事務局
経由で購入

各所属団体
経由で購入

インターネット

「イープラス」
経由で購入

購入者様宛に案内文書を送付し
返信ハガキにて払戻請求いただく。
後日、指定の振込口座へご返金。

3月8日(日)に駒沢体育館で開催予定の第22回東京オープン・ダンススポーツ選手権につきまして、
新型コロナウィルス感染症に対するあらゆる安全策を講じた上で実施する準備をしておりましたが、2
月26日(水)の内閣総理大臣及びスポーツ庁からの要請を受け、中止とさせていただきました。開催
に向けてご尽力いただいた関係者の皆様には深くお詫び申し上げます。チケット代等の払い戻しにつ
きましてはJDSFホームページ及び加盟団体等には電子メールにて随時発信いたします。

競技会エントリー料の払戻し方法(概要)

※3/7(土)開催のコングレスも中止となりました。
コングレス受講料の払戻し方法については3/6(金)までにJDSFホームページにてご案内いたします。

※購入先により、返金方法が異なりますので
ご注意ください。

団体ごとに返金方法が異なる為
購入先に問合せの上、返金方法
を確認いただく。

イープラスやFamiポートの
返金方法に準ずる。

出場者様宛に案内文書を送付。返信ハガキに

振込口座情報など必要事項を記載いただき、払戻請求。

後日、指定の振込口座へご返金いたします。

※払い戻しの詳細は別添をご覧ください。

今後、加盟団体等による競技会や講習会など開催時の指針となる
「イベントの安全対策に関するガイドライン」を策定いたします。

※チケットはシリアル番号で管理しておりますので、購入先が不明な場合は大会事務局まで
お問い合わせください。（ 担当:宇都宮／上杉 ☎03-6457-1858 ）
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※詳細は別添をご覧ください。

競技本部

公認競技会中止に伴う審判員旅費キャンセル料の支払いについて。

JDSF公認、承認競技会中止の場合、公認審判員の旅費キャンセル料は交通費 (主に航空券)は
JDSFが負担、宿泊費のキャンセル料は主催者が負担いたします。請求時、必ず領収書、証書等をご
提出ください。

既に主催者側で立替えをしている場合は、審判員より提出された領収書等を添えて、ご請求ください。

※国内線航空券で対象期間2020年2月28日～3月19日の搭乗分についてはキャンセル料が
発生しない航空会社もありますので、該当される方は各航空会社ホームページをご確認ください。

資格試験制度委員会

第7回JDSF-PD2資格試験を実施いたします。

講習会

《PD2スタンダード》

【日 時】 2020年8月26日(水) 9:45 ～ 16:45（受付9:30）

【会 場】 街の駅 クレアホール・ふせ

《PD2ラテン》

【日 時】 2020年8月27日(木) 9:45 ～ 16:45（受付9:30）

【会 場】 街の駅 クレアホール・ふせ

試 験

募集人員 PD2スタンダード ／ PD2ラテン 各15名

PD2スタンダード及びPD2ラテンの資格試験は同日開催のため、受験はどちらか一方となります。

受験資格・・・18歳以上でPD3の資格をお持ちの方及びこれと同等と認められる方は
どなたでも受験いただけます。※詳細は別紙参照ください

【日 時】 2020年10月29日(水) 9:45 ～ 16:45予定（受付9:30）

【会 場】 街の駅 クレアホール・ふせ

試験は 「筆記」・「実技」及び「実務」となります。
申込受付後に送付する「手引き」にて事前学習をして下さい。

【受験費用】 PD2スタンダード 受験料30,000円
PD2ラテン 受験料30,000円 ※いずれも講習会費用を含む

※新型コロナウィルス感染症拡大防止ため、変更になる場合があります。
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事務局

ガバナンスの強化とコンプライアンス体制の本格的な取り組みへ。

スポーツ庁委託事業として、2月1日の業務執行理事会や2月2日の代表者会議でコンプライアンス研
修をお願いした多賀啓弁護士に、当連盟の活動や規程全般の確認と見直しのご指導をいただくため、
顧問契約を取り交わしました。

事務局

３月1日（日）2019年度定例理事会が開催されました。

齋藤斗志二会⾧出席のもと、以下の議案について審議した結果承認されました。

議 案 内 容

第1号議案 2019年度業務執行状況の報告と承認の件

第2号議案 選手・団体選考委員選任の件

第3号議案 組織改革と役職者変更及び職務分掌規程改正の件

第4号議案 2020年度事業計画及び予算の件

第5号議案 次回の理事会と総会日程

【訃 報】

次亜塩素酸噴霧器により消毒されたJDSF事務所にて

遠隔地の理事は
Web会議システムによる

参加となりました。

◆第3号議案について

「改正後の組織図」

「担当役職名簿」を添付いたしましたので

ご確認ください。

◆第4号議案について

「2020年度事業計画」のポイントとして

総括部分を添付いたしましたので

ご確認ください。

田邊重光理事(副会⾧)が2020年2月29日逝去されました。
ご冥福をお祈りすると共に、謹んでお知らせ申し上げます。



 

 

東京オープン中止に伴う観戦チケット代払い戻しに関するお知らせ 

 

観戦チケットの購入先により払戻請求方法が違いますので、購入先に応じた手続き行ってください。 

なお、お買い求めの観戦チケットは払戻時に必要になる場合もございますので大切に保管してください。 

 

① 大会事務局経由で観戦チケット購入の場合 

大会事務局より往復ハガキをお送りいたします。返信ハガキに振込先口座情報等の必要事項を記入の上、 

払戻請求を行ってください。 

・払戻請求期間 2020 年 3 月 10 日(火)～2020 年 4 月 20 日(月) ※2020 年 4 月 20 日(月)消印有効 

  ・払戻(振込)予定日 2020 年 5 月 20 日(水) ※振込手数料 JDSF 負担 

 

② 各所属団体経由（都道府県連盟等）で観戦チケット購入の場合 

・それぞれの購入先に対して、払戻請求方法をご確認ください。 

 

③ インターネット(イープラス)経由で観戦チケット購入の場合 

イープラスまたは Fami ポートでご購入した場合の払戻方法は、下記 URL にてご確認ください。 

・払戻確認チャート https://eplus.jp/sf/refund1  ・Q&A・お問い合わせ http://support.eplus.jp/ 

 

 

 

東京オープン中止に伴うエントリー手続料払い戻しに関するお知らせ 

 

●払戻請求方法 

大会事務局より往復ハガキをお送りいたします。返信ハガキに振込先口座情報等の必要事項を記入の上、 

払戻請求を行ってください。 

 

・払戻請求期間 2020 年 3 月 10 日(火)～2020 年 3 月 31 日(火) ※2020 年 3 月 31 日(火)消印有効 

・払戻(振込)予定日 2020 年 4 月 20 日(月) ※振込手数料 JDSF 負担 

 

 

《本件に関する問い合わせ先》 

 

公益社団法人 日本ダンススポーツ連盟 

第 22 回東京オープン大会事務局( 担当： 宇都宮/上杉 ) 

TEL: 03-6457-1858 FAX: 03-6457-1857 

※お電話でお問い合わせは、13:00～17:00(土日祝日を除く)にお願いします。   

 



������� 試験区分    PD2 スタンダード・PD2 ラテン資格試験 （同時受験不可） 

������� 講習日程 講習会  8 月 26 日(水) スタンダード  27 日(木) ラテン

������� 試験日程 試験  10 月 29 日(木) 

�������  講習・試験会場

街の駅 クレアホール・ふせ 

〒577-0058 大阪府東大阪市足代北 2丁目 1-13 

�������  申し込み・締切日 7 月 30 日（木） 

������� 申し込み・問い合わせ

下記 URL又は QR コードから申し込み専用ページにアクセスし、 

申し込みフォームに必要事項をご回答ください。 

http://www.jdsf.or.jp/   

JDSF-PD 事務局事務センター （担当：竹島） 

FAX  ０３－６４５７－１８４７    E-mail  yumiko.takeshima.jdsf@gmail.com

第７回 JDSF-PD 資格試験 

〒135-0063   
東京都江東区有明 3-4-2   有明センタービル 1 階 

【PD 資格体系】 

ＪＤＳＦ－ＰＤとは、演技や指導、高度なダンス技術と専門的知識を認定された有資格者が社会的普及活動を行う部門です。 

２０１８年度より JDSF-PD 資格試験が始まりました。 

～WDSF 教本に基づいた PD 資格試験制度です～ 

＊JDSF-PD 審判員資格取得には、PD 資格が必須です。 

＊PD2 試験は、PD3 の方の昇級試験です。 

＊PD2 スタンダード及び PD2 ラテンの資格試験は同日併催ですが、受験できるのは片方のみです。 

＊資格の付与は PD2 スタンダード、PD2 ラテン両区分合格した時点となります。 

�������  試験内容 「筆記」・「実技」及び「実務」 

※ダンススポーツ教本並びに申込受付後に送付する
「手引き」にて事前学習をして下さい。

【ダンススポーツ教本】  【教本 DVD】

新型コロナウィルス感染症拡大防止
のため変更になる場合があります

http://www.jdsf.or.jp/


 

2020年度 PD２スタンダード及び PD２ラテン資格取得のための講習会・試験のご案内 

 

≪講習会≫ 

 【PD２スタンダード】 

   日 時 2020 年 8月 26 日（水） 9:45 ～ 16:45（受付 9:30） 

会 場 街の駅 クレアホール・ふせ 

 

【PD２ラテン】 

日 時 2020年 8 月 27 日（木） 9:45 ～ 16:45（受付 9:30） 

   会 場 街の駅 クレアホール・ふせ 

 

※PD２スタンダード及び PD２ラテンの資格試験は同日開催ですが、受験できるのは片方のみです。  

※資格の付与は PD２スタンダード、PD２ラテン両区分合格した時点となります。 

 

≪試 験≫ 

   日 時 2020 年 10 月 29 日（水） 9:45 ～ 16:45 予定（受付 9:30） 

   会 場 街の駅 クレアホール・ふせ 

   試 験 「筆記」・「実技」及び「実務」 

       申込受付後に送付する「手引き」にて事前学習をして下さい。 

 

【受験費用】「PD２スタンダード受験料」30,000 円 「PD２ラテン受験料」30,000 円 

 （いずれも講習会費用を含む） 

【募集人員】PD２スタンダード、PD2 ラテン各 15 名 

※PD２スタンダード及び PD２ラテンの資格試験は同日開催ですが、受験できるのは片方のみです。 

【受験資格】18歳以上の方で PD3 資格をお持ちの方及びこれと同等と認められる方はどなたでも受験できま

す。（18 歳未満でも準 PD 登録があれば受験可。ただし資格付与は満 18 歳に達した時点。） 

 

   ※講習会を受講しないと受験資格は得られませんのでご注意下さい。（早退、遅刻不可） 

   ※ダンスができる服装及び筆記用具をご用意下さい。 

 

【募集期間】2020 年 7月 30 日（木）まで 

 

≪申込方法≫ 

下記 URL又はQRコードから申込専用ページにアクセスいただき、申込フォームに必要事項をご回答下さい。 

 

https://forms.gle/HAsanHnSWbYyNGpZA 

 

 

≪申込先≫ 〒135-0063 

     東京都江東区有明 3-4-2 有明センタービル 1 階 

     PD事務局事務センター(担当:竹島) 

      E-mail: yumiko.takeshima.jdsf@gmail.com       

   Fax :  03-6457-1847 

 

https://forms.gle/HAsanHnSWbYyNGpZA


・北海道 ・東北
･関東甲信越
・中部 ･西部
・九州

（1種）

公益社団法人 日本ダンススポーツ連盟（Japan DanceSport Federation）

総 会

WDSF （世界ダンススポーツ連盟）

公益財団法人日本オリンピック委員会

加盟

公益財団法人日本スポーツ協会

加盟 加盟

DSA（ダンススポーツASIA）

OCA （アジアオリンピック評議会）

加盟

理事会

ブロック
ブロック

運営委員会
指導部

技術認定部

業務執行理事会

加盟団体

競技本部国際本部普及本部
情報システム

本部

システム開発部選手派遣部

国際事業部 競技支援
システム部

マーケティング
本部

事業部

マーケティング部

正会員

事 務 局

学連協議会

監事

広報部

PR部

ダンススポーツ

医科学研究部

競技部

審判部

競技資格部

エンターテイン
メント本部

イベント
プロモーション部

PD管理本部

ＰＤ競技部PD資格・管理部

ダンス教室事業
推進部

技術部

PD事務局

ＰＤ事業部

ＰＤ審判部

ゼネラル
ブロック

エンターテインメント

ダンス部

認定ダンススポーツサークル･クラブ

市区町村連盟

会員

認定ダンス教室
（2種） （2種） （2種）

（2種）（3種）

公益社団法人 日本ダンススポーツ連盟 組織図 2020年3月1日

プレミアディビジョン（PD)

※ ＡＲＲ： アクロバット・
ロックンロール

企画部

国際渉外部

ARR部

社交ダンス部

IOC  （国際オリンピック委員会）

加盟

IWGA GAISF

加盟

NPO法人 日本
サルサ協会

NPO法人 日本車いす
ダンススポーツ連盟

一般社団法人 日本カントリー

＆ライン・ダンススポーツ連盟

全日本学生競技ダンス連盟
都道府県ダンススポーツ連盟

PD
ブロック

未来

ダンサーズ

未来創造
事業部

組織変革委員会

新審判基準委員会

アンチドーピング委員会

財務委員会

環境委員会

倫理委員会

資格認定委員会

アスリート委員会

行政イベント推進委員会

資格試験制度委員会

DTC

都道府県ダンス
連盟（その他）

会員サービスセンター政策推進室

※ DTC：
DanceSport Training Center

未来ダンスアカデミー

未来ダンスアスリート
育成・助成運用委員会

選手・団体選考委員会

選手強化
本部

ブレイキン
選手強化部

ジュニア育成部

PD事業本部

選手強化部

ブレイクダンス部

ブレイク

ダンス部

ブレイキン事務局

PDアスリート委員会

コンプライアンス委員会

マネジメント部



公益社団法人日本ダンススポーツ連盟 担当役職 

２０２０年３月１日 
 

（１）普及本部：本部長 中道 俊之 副本部長：吉川 英司、村上 喜一郎  （顧問：金城 庸夫） 

指導部：部長 吉川 英司  

技術認定部：部長 古川 靖人  

ﾀﾞﾝｽｽﾎﾟｰﾂ医科学研究部：部長 金城 庸夫  

社交ダンス部：部長 皿良 隆博  

未来創造事業部：部長 棚橋 健  

ｱｸﾛﾊﾞｯﾄﾛｯｸﾝﾛｰﾙ部：部長 岸尾 政弘  

（2）競技本部：本部長 山口 剛  

競技部：部長 蒲生 志津雄  

審判部：部長 佐藤 隆雄 副部長：稲澤 義一 

競技資格部：部長 鈴木 彰 （顧問：内山 雅允） 

（３）選手強化本部：本部長 水本 泰弘  

選手強化部長 水本 泰弘 （顧問：溝口 稔、仲野 巽） 

ブレイキン選手強化部長 （調整中）  

ジュニア育成部：部長 溝口 稔 副部長：水本 慶子、渡辺 裕美 

（４）マーケティング本部：本部長 渡辺 英美 （顧問：今泉 清隆） 

マーケティング部：部長 秋田 幸子  

事業部：部長 古川 靖人  

広報部：部長 佐藤 篁之 （相談役：神宮 周二、顧問：宮崎 多加子） 

ＰＲ部：部長 今泉 清隆  

（５）エンターテインメント本部： 

本部長 

松山 光男 （顧問：仁木 利征） 

ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄﾀﾞﾝｽ部：部長 寺田 理恵  

ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ部：部長 野口 好子  

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部：部長 秋田 幸子  

企画部 島本 長範  

（６）ブレイクダンス部：部長 石川 勝之 （顧問：マシーン原田（原田 充啓） 

  Harucalloway（堀江 治喜、TOSHIO（桝田 敏生） 

アンバサダー：Taiske（野中 泰輔）、Issei（堀 壱成） 

ブレイキン事務局長：渡辺 マーロック 

（７）国際本部：本部長 鵜崎 清貴 （顧問：鵜飼 慶司） 

選手派遣部：部長 渡辺 和昭  

国際事業部：部長 阿部 千栄子  

国際渉外部：部長 村田 寿美子  

（８）情報システム本部：本部長 佐倉 文彦 副本部長：金子 和裕、有田  義裕 

競技支援システム部：部長 山口 剛 副部長：高原 修 



（９）ＰＤ事業本部：本部長 （調整中） （相談役：四本 紀男） 

副本部長：酒井 文男、渡辺裕美 

ＰＤ事務局：事務局長 杉崎 雅彦  

技術部：部長 松村 有希子  

ＰＤ事業部：部長 野上 宏哉  

ＰＤ競技部：部長 守屋 学 副部長：篠田 龍佑 

ＰＤ審判部：部長 藤井 雅明 副部長：家泉 朋美、小林 茂之 

（10）PD 管理本部：本部長 （調整中） （相談役：西坂 範之） 

副本部長：松山 光男、浅野 勉、戸高 龍範、吉川 英司 

ダンス教室事業推進部：部長 中田 寿 副部長：佐久間 祥子 

PD 資格・管理部：部長 河本 耕一 副部長：、月岡 幸一郎 

（11）ＰＤブロック運営委員会   

北海道：委員長 （調整中）  

東北：委員長 （調整中）  

関東甲信越：委員長 篠田 龍佑 副委員長：守屋 学 

中部：委員長 藤井 雅明 副委員長：飯沼 佐敏、石井 猛.、佐藤 将 

西部：委員長 林 栄治郎 副委員長：岡田 大輔、岩永 博 

九州：委員長 佐伯 浩一郎 副委員長：西島 一徳 

（12）ゼネラルブロック運営委員会   

北海道：委員長 金子 和裕  

東北：委員長 長谷川 守夫  

関東甲信越：委員長 居樹 保朗  

中部：委員長 鈴木 康介  

西部：委員長 天道 貞一  

九州：委員長 坂本 省一  

（13）委員会   

組織変革委員会：委員長 中道 俊之  

財務委員会：委員長 金子 和裕  

アンチドーピング委員会：委員長 古瀬 精一  

新審判基準委員会：委員長 佐倉 文彦 副委員長：田口 順一、渡辺 和昭 

資格認定委員会：委員長 居樹 保朗  

行政イベント推進委員会:委員長 永井 彰  

環境委員会：委員長 永井 彰  

倫理委員会：委員長 鵜崎 清貴 副委員長：永井 彰 

アスリート委員会：委員長 佐倉 文彦  

ＰＤアスリート委員会：委員長 山嵜 圭太  

資格試験制度委員会：委員長 中道 俊之 副委員長：金城 庸夫、浅野 勉 

   



未来ダンスアスリート育成・助成

事業運用委員会：委員長 

酒井 文男 副委員長：篠田 龍佑、中田 寿、伊藤 金四郎 

（顧問：浅野 勉） 

未来ダンスアカデミー：校長 溝口 稔  

選手・団体選考委員会：委員長  （3/16 の選考委員会で互選） 

コンプライアンス委員会：委員長 中井眞一郎  

政策推進室：室長 早坂 健一 （担当理事：中道 俊之）特別補佐（法務）：山下りえ子 

専門委員（法制）：村上 喜一郎 

会員サービスセンター：ｾﾝﾀｰ長 一ノ瀬 初男  

（14）事務局 （常勤）  (担当理事：金子 和裕) 

事務局長 山田 淳  

副事務局長  兼  総務部長 岸尾 政弘  

総務部長補佐 川上 勲  

副事務局長  兼  管理部長 大塚 健次  

業務課長 宇都宮 正旭  

DTC：センター長 大塚 健次  

ブレイキン副事務局長 白井 健太朗  

   

 



2020 年度事業計画 

総  括 
 

 中長期計画に基づき活動を行う。2020 年度は東京オリンピックの開催年であり、本連盟の対応施策によっては2028 年

パリ大会に向けた大々的普及のチャンスとなる。 

一方で、2019 年度末の新型コロナウイルス感染症問題からの立ち直りの年でもあり、未経験の施策も必要となる。 

“現状維持は後退”と認識し、環境変化への対策を積極的かつ迅速に講じることとし、重点施策を以下の通りとする。 

 

１．新型コロナウイルス感染症等に対する安全対策 

ダンススポーツに関する全ての事業と業界全体の減退を食い止めるために、状況に応じた厳重かつ具体的な施策

を準備し、全国各地の加盟団体の事業も含めたイベントの早期復活を目指す。 

  （１）イベントの安全確保のための具体的な実施基準及びマニュアルの策定 

  （２）実施基準をクリアーするための安全対策設備・備品の確保 

（３）公認事業等に関して推奨する安全対策マニュアル、安全対策設備・備品の地域への貸出し体制の検討及び必

要に応じた実施 

（４）テレワーク、ネットによる会議、講習会などの普及検討及び実施 

（５）その他、状況に応じて必要となる措置 

 

２．オリンピック参加とメダル獲得を目指す活動 

 ブレイクダンス（ブレイキン）の大々的普及を目指して以下の活動を行う。 

（１）ユースオリンピック（2022 年ダカール大会）に向けた準備と選手強化 

（２）夏季オリンピック（2024 パリ大会）に向けた準備と本格的なマーケティング活動の開始 

（３）オリンピックメダリスト輩出を目標とした選手強化体制の確立 

（４）世界選手権（8 月 3 日南京）でのメダル獲得を目指す活動 

（５）Tokyo2020 組織委員会に協力し、数多くのスポーツプレゼンテーションを提供 

（６）国内競技体系の確立 

                                                                                                                                    

３．国民体育大会（スポーツ大会）参加を目指す活動 

（１）県体育協会（スポーツ協会）未加盟県連盟等への支援 

（２）早期の公開競技の実現 

（３）日本スポーツマスターズ 2020 愛媛大会記念事業への参加 

 

４．ガバナンスとコンプライアンスの確認と改善活動 

（１）委員会、規程類の確認と必要な見直し 

（２）改善スケジュールの策定 

（３）加盟団体を含めた啓蒙と確実な実施 

 

５．高齢化対策と組織変革活動 

  （１）環境変化に伴う組織の老朽化対策と役職者の高齢化対策 

     １）若手の役職候補者の育成と登用 

２）構築中の会員・事務管理システムを発展させ、抜本施策としての総合情報システムの再構築等、ＩＴ及び ICT

を利用した事業運営の本格的合理化に着手 

 

  （２）若年層ダンス人口の拡大 

１）マルチジャンルの非競技系ダンスイベントの企画と実施 

２）未来ダンスアスリート育成・助成と未来ダンスアカデミーの実施 

３）トレンドに対応した若年層へのアプローチ施策の検討 

 

６．定常的な事業の確実な実施 

その他、定常的な事業について、環境変化に対応しつつ確実に実施する。 

 

 


